
■株式事務のお問い合わせ先

〒261-0001 千葉市美浜区幸町二丁目1番2号
TEL.043-243-2111（代表）
https://www.chibakogyo-bank.co.jp/ 

■株式事務のご案内

日頃のご支援に感謝の意をこめて、ご優待制度をご用意しております。
2024年3月31日現在で、千葉興業銀行の株式を100株以上所有されてい

る個人・法人の株主さまを対象に「株主優待定期預金」の制度をお取扱いし
ております（2024年7月1日（月）～2025年3月31日（月））。
「さわやかハロー24」（※）ともども、ご利用くださいますようお願い申し上げます。

（※）「さわやかハロー24」：無料で、健康や医療に関するご相談を医師・看護師等の有資格者が
電話でお受けするサービスです。健康・医療相談のほか、夜間・休日診療の医療機関のご案内、
医療機関情報のご提供、介護等シルバー情報のご提供についてご利用になれます。

■株主優待制度

事業年度 毎年4月1日から翌年３月31日まで
剰余金の配当基準日 ３月31日（中間配当を行う場合は９月30日）

６月定時株主総会
100株単元株式数

株主名簿管理人
事務取扱場所

公告方法

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

電子公告（https://www.chibakogyo-bank.co.jp/）
ただし、事故その他のやむを得ない事由によって、電子公
告による公告をすることができない場合には、日本経済新
聞に掲載いたします。

住所変更、株式配当金
受取方法の変更および
マイナンバーのお届出
等のお問い合わせ

未払配当金、その他当社
株式関係書類について
のお問い合わせ

株主総会資料の電子提
供制度（書面交付請求）
についてのお問い合わせ

株式等に関するマイナン
バーのお届出のお願い

ご注意

証券会社等で
株式を保有されて
いる場合

証券会社等で
株式を保有されていない場合
（特別口座の場合）

お取引の証券会社
等になります。

右記みずほ信託銀行
までお問い合わせ願
います。

お取引の証券会社
または右記みずほ信
託銀行までお問い合
わせ願います。

・株式等の税務関係のお手続きに関しては、マイナンバーの
お届出が必要です。
・お届出が済んでいない株主さまは、上記お問い合わせ先へ
マイナンバーのお届出をお願いいたします。

特別口座では、単元未満株式の買取
以外の株式売買はできません。株式
の売買にあたっては、証券会社等に
口座を開設し、株式の口座振替手続
きを行っていただく必要があります。

こうゆう
ミニ・ディスクロージャー誌｜2025年3月期 営業の中間ご報告｜

みずほ信託銀行 
証券代行部

ホームページ
https://www.mizuho-
tb.co.jp/daikou/index.html

フリーダイヤル
0120-288-324
（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

電子提供制度専用ダイヤル
0120-524-324
（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

2025年3月期 中間業績のご報告（単体）

中間純利益は、前年同期比4億55百万円増加の50億95百万円となり
ました。

貸出金残高は、前年同期比131億円増加の2兆4,007億円となりました。

預金残高は、前年同期比254億円増加の2兆9,080億円となりました。

預金残高

2023年３月末 2023年9月末 2024年3月末 2024年9月末
25,500

27,500

26,500

28,500

29,500
（億円）

28,342
28,826

29,080

貸出金残高

2023年３月末 2023年9月末 2024年3月末 2024年9月末
20,500

22,500

21,500

23,500

24,500
（億円）

23,567
23,876 23,809 24,007

当期（中間）純利益

2023年３月末 2023年9月末 2024年3月末 2024年9月末
1,000

4,000

7,000

10,000

13,000
（百万円）

4,640

11,339

5,095

計数は単位未満切捨て表示となっております。

28,846

6,447



2024年6月6日、明治安田生命保険相互会社と「地方創生および
SDGs」に関する連携協定を締結いたしました。県内企業において、明治
安田生命保険相互会社とSDGs分野等で連携協定を締結するのは、
当行が初めてです。
本協定では、当行が持つ地域金融機関としてのネットワークやソリュー

ション力と、明治安田生命保険相互会社が保険事業や社会貢献活動等
を通じて培った知見やノウハウを連携させることにより、地域経済活性化や
地域社会の課題解決・発展に継続的に貢献することをめざしております。

明治安田生命保険相互会社との
「地方創生およびSDGs」に関する連携協定締結

カーボンニュートラルに向けた取組みの一環として、2024年8月1日より、
当行9営業拠点で使用する電力に、京葉ガスが提供する「非化石価値付
電気」を導入いたしました。
「非化石価値付電気」とは、太陽光や風力発電等の再生可能エネ
ルギーが持つ環境的な価値を証書化した「非化石証書」を京葉ガスが
購入することによって、CO₂排出が実質ゼロとなる電気です。当行グループ
全体で使用する電力の約6％程度、スギの木約1万7千本分の年間吸収
量に相当する約150ｔ-CO₂を削減できる見込みです。

当行9営業拠点へ
京葉瓦斯株式会社の非化石価値付電気導入

TOP MESSAGE

ごあいさつ
平素より、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。当行の
業績等をミニ・ディスクロージャー誌にまとめました。ご高覧いただけ
れば幸いに存じます。

当中間期は、貸出金利息および役務利益の増加と経費の抑制に
より、非常に好調な決算を迎えることができました。現中期経営計画を
開始した2022年4月以来、生産性と効率性の向上に努め、コンサル
ティングに注力できるよう、組織・営業・経営の3つの基盤構築を強力
に推進してきたことがこの成果につながったと考えております。これも
ひとえに、ステークホルダーのみなさまのご理解とご支援、従業員ひとり
ひとりの努力の賜物であり、心より感謝申し上げます。

さて、本年度は現中期経営計画の最終年度でございます。次期中
期経営計画のスタートを2025年4月に控えた私たちは、さらなる飛躍に
向けた準備をしている最中であり、企業価値の向上、ひいてはステー
クホルダーのみなさまの幸せの実現に当行グループがどのように貢献
していくかを再考しております。次期中期経営計画では、ステークホル
ダーのみなさまとの連携をより一層強化し、地域社会への貢献を今

まで以上に進めてまいる
所存です。私たちはともに
成長、発展していくことを
めざし、持続可能な未来
を築くための取組みを続
けてまいります。

今後も、みなさまのご期
待に応えるべく、役職員
一丸となって邁進してまい
ります。引き続き変わらぬ
ご支援とご愛顧を賜りま
すよう、よろしくお願い申
し上げます。

梅田 仁司

TOPICS

取締役頭取・CEO

農園事業、コンサルティング事業、商社事業を核として地域活性化を
めざす、当行100％出資の地域商社「株式会社ちばくる」を2024年4月1日
に設立いたしました。
自ら魅力ある地域産品を作り出すだけでなく、千葉県に数多く眠る地域
資源を掘り起こし、新たな付加価値を創造・提案することで、従来とは
異なる販路の開拓やお客さまの事業拡大に貢献してまいります。

第一弾の取組みとして、2024年9月にビニールハウスを建設し、いちご苗
の定植を行いました。化石燃料を抑えたサステナブルな農業経営の実現
に向け、農作物の育成に必要なCO₂を大気中から取り込み、濃縮・供給で
きる装置の実証実験を開始いたします。また、「長期取りいちご」生産プロ
ジェクトにも着手いたします。いちごの安定した生産が難しくなる夏期まで
収穫期間を延ばすことで、農業の高付加価値化に取り組んでまいります。

地域商社「ちばくる」の設立

当行100％出資の投資専門会社「株式会社ちば興銀キャピタルパート
ナーズ」を2024年7月1日に設立いたしました。
投資専門会社を通じたエクイティ出資による資金を供給することで、
地域経済・社会の持続的発展に貢献することをめざしております。
2024年9月3日には、ちば興銀キャピタルパートナーズ第１号投資事業
有限責任組合を15億円で組成いたしました。本ファンドは、事業承継、事業
再生、創業支援等、お客さまのニーズが多様化・高度化し、さらに増加して
いることに対して、専門的な金融サービスをご提供するものです。

投資専門会社「ちば興銀キャピタルパートナーズ」の設立

非化石価値付電気を導入した9営業拠点
豊四季支店、八幡支店、中山支店、原木中山支店、薬円台支店、白井支店、
鎌ヶ谷支店、コンサルティングプラザ高根、コンサルティングプラザ夏見

2024年11月

明治安田生命保険相互会社 取締役会長 根岸 秋男様 （写真右）
株式会社千葉興業銀行 取締役頭取 梅田 仁司 （写真左）


